
つJ

穴
洲
市
と
喜
多
郡
主
力
町
村
の
組
合
立
に
よ
っ
て
建
設
中
の
、
大

洲
喜
多
特
別
蓑
護
場
人
ホ
ー
ム
が
、
国
民
年
金
の
還
元
顧
資
お
よ
び

国
、
国
府
の
補
助
を
受
け
て
大
洲
市
田
口
字
力
一
ブ
マ

Y
に
完
戒
し
、
九

月
十
四
日
か
ら
収
容
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

築く。

2 0 

豊かな家庭と

新時代にふさわしい技術を身につける。

たえず経営研究に励み合理化につとめる。

〈大i刊市民憲章)

日

寸」乙

五の
歳施
以設
上はの、
ね大
た洲
き目玉
り、

者喜
人多
と君i
要の

で保
、護

生老
以 f舌入、

指:乞
導対
な象
ど仁
か建
じ設
てさ
者れ
後;た
のも
干高じっ

4 6年 9月

生産に励

。。
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肱
川
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
前
一
確
数
)
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

独
自
で
、
八
月
十
八
日
県
予
防
医
学
協
一
水
質
検
査
の
場
所
お
よ
び
結
果
は
、

会
に
委
託
し
て
、
肱
川
本
流
お
よ
び
支
一
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

流
二
十
一
刀
所
の
水
質
検
査
を
五
項
目
ニ
生
尋
問
環
境
基
準
〈
全
国
二
断
基
準
)

氷
素
イ
オ
ン
濃
度
、
化
学
的
駁
素
要
求
一
声
ι
越
え
て
い
る
の
は
、
化
学
的
酸
素
要

量
、
透
視
度
、
浮
遊
物
大
腸
菌
群
最
一
求
量
一
一
カ
所
、
透
視
喜
一
カ
所
、
浮
遊

209194人

ム
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市立制l'lit中学校章;

海
に
浮
か
ぶ
ヨ
ッ
ト

空
を
か
け
る
雲

た
わ
む
れ
る
人
間

平
和
だ

し
か
し
乙
の
平
和
を

苦
し
ん
で
る
人
免
ち
が
い
る

「
感
想
」社

会
を
見
る
方
審
ゼ
す
で
に

コ
か
ん
で
い
る
。
あ
と
は
、
最

後
の
二
行
役
奥
山
時
的
に
掘
む
下

げ
る
こ
と
、
た
。

回
怖
い
整
部

毅

大
洲
消
防
署

量，



保
求
真
学
者
之
先
務
也
一
券
も
い
ら
な
い
と
い
う
た
い
へ
ん
便
計
J

弘
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
「
王
国
」
に
つ
い
て
の
意
味
読
一
で
お
得
な
周
遊
券
で
す
。
一
な
お
、
一
一
般
家
庭
に
つ
け
る
受
絡
は

述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
去
に
真
一
通
用
期
間
も
、
大
洲
か
ら
は
九
日
あ
一
大
型
の
郵
便
が
折
り
曲
げ
ず
に
売
し
λ

吾
と
恨
吾
の
二
通
話
震
が
あ
す
ま
す
の
で
、
出
張
旅
行
に
最
適
で
一
れ
る
こ
と
の
で
き
る
郵
政
省
標
準
規
格

り
、
仮
吾
は
人
闘
が
生
ま
れ
た
後
に
一
す
。
一
の
も
の
が
一
番
よ
く
、
郵
便
聞
で
あ
っ

得
た
も
の
即
ち
後
天
的
で
あ
る
。
し
一
レ
ジ
ャ
ー
や
、
出
張
旅
行
に
は
ぜ
一
せ
ん
し
て
い
ま
す
o

か
し
実
は
そ
れ
よ
り
奥
に
習
習
机
染
宋
器
の
な
一
ひ
国
冨
砕
鉄
臥
お
の
ミ
二
周
遊
華
叫
券
歪
持
玄
古
を
ヰ
きc利
用
〈
だ
一
希
重
一

い
い
屯
本
、
心
心
即
ち
真
五
吾
口
の
存
在
が
あ
る
。
一
さ
い
α

一
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
光
明
赫
々
た
る
良
知
で
あ
一
そ
の
ほ
か
、
気
軽
に
旅
を
楽
し
ん
で
一
価
格
七
百
円

る
と
、
真
の
E
日
幸
田
せ
ら
れ
た
三
い
た
だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
エ
ッ
ク
一
(
錠
付
、
言
、
亦
、
喜
)

で

あ

り

ま

す

。

一

(

指

定

券

や

宿

泊

券

を

セ

ッ

ト

に

し

た

一

大

洲

郵

便

局

こ
の
言
書
哲
学
を
究
明
す
る
一
徳
用
の
旅
雲
)
も
売
り
だ
し
て
い
ま
一
味
ヨ
ヨ
ヨ
刈

う

え

に

貴

重

な

重

と

し

て

重

視

さ

一

す

。

一

瞬

曜

溺

麓

擦

れ
て
き
た
重
で
あ
り
ま
す
。
一
く
わ
し
い
乙
と
は
、
も
よ
り
の
宅
一

l
i
i

市
教
育
委
員
会
一
お
た
ず
ね
そ
だ
さ
い
。
一
9
月
目
目
安
達
内
糾
④
2
5
3
5

1
1
1
l
一

国

鉄

大

洲

駅

一

藤

本

名

W

2

3

1

0

日

日

日

目

立

与

を

、

一

遠

目

{

悶

!

注

品

一

M

羽

田

民

間

一

日

付

該
当
者
は
、
必
ず
投
与
伊
受
け
て
く
一
午
後
八
時
か
ら
一
閃
月
3
日
城
戸
署
J
3
0
0
8

だ

さ

い

。

一

夜

間

割

引

一

村

上

外

斜

W

2

2

6

2

ら
福
祉
年
金
の
請
求
が
で
き
ま
す
。
一
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

n

一

、

該

当

者

一

み

な

さ

ん

が

遠

万

へ

電

話

を

か

Z
寸
印
日
大
槻
内
秘
H
2
2
2
3

く

わ

し

い

こ

と

は

、

目

撃

金

係

一

昭

和

四

十

五

年

七

月

百

か

ら

宿

和

一

場

合

は

、

富

割

引

の

き

く

、

午

後

八

一

新

白

書

ザ

2

0

2

8

i
i

盟
主
ハ
且
二
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
一
時
か
ら
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
で
げ
日
盟
小
児
?
2
0
2
4

…

無

料

交

通

事

故

相

談

所

を

開

設

一

事

。

一

ー

が

し

、

事

、

聖

地

方

へ

の

電

一

鎌

田

産

婦

斜

W

2

7

5

3

一

一

、

日

時

九

月

一

平

七

日

十

時

半

六

時

喜

一

二

、

日

程

一

話

に

は

、

割

引

が

あ

り

ま

せ

ん

O

(

東一
w

首

岡

部

外

斜

W

4

一

一

弓

湯

所

思

所

第

一

議

室

一

各

地

区

の

区

長

吉

ん

を

通

じ

回

覧

し

ず

地

方

と

高

知

県

以

遠

の

場

合

は

、

割

一

塁

耳

鼻

斜

W

3

7

5

2

老
齢
福
祉
年
金
は
、
満
七
十
歳
に
な
一
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
、
一
三
、
相
談
員
愛
媛
県
弁
護
士
会
蜜
媛
県
調
停
塁
愛
媛
県
交
通
事
…
て
い
ま
す
、
日
程
表
を
確
認
の
う
え
時
す
あ
り
ま
す
O

)

一M

幻
日
村
上
内
税
N
2
3
4
6

ば
受
給
権
ず
で
き
、
年
金
書
求
す
一
満
七
十
歳
以
上
の
h

-

…

放

相

談

所

日

本

損

害

保

険

協

会

愛

媛

県

地

区

会

一

間

内

に

お

こ

し

く

だ

さ

い

。

一

ま

た

、

そ

の

場

合

の

電

話

、

L

祖
母
井
外
科
H
3
7
8

五

祉

去

の

請

味

j
れ
て
い
な
い
一
一
挙
量
故
に
つ
い
て
の
と
相
談
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
同
一
回
、
主
催
く
わ
し
い
こ
と
は
市
保
険
衛
生
課
へ
一
ヤ
ル
市
外
通
舌
で
直
喜
J
こ
上
診
療
時
間
午
前
八
時
半
i
午
後
六

軒

二

こ

の

限

宮

は

ぷ

」

れ

1
1
7は

市
民
評

j
喜

連

絡

所

一

一

で

す

。

。

遠

慮

な

ぐ

お

乙

し

く

だ

さ

い

。

一

一

愛

媛

県

、

大

洲

市

お

た

す

ね

く

だ

さ

い

0

7

品
、
夜
間
割
引

U
L訂
正

一

時

ま

で

y
話

一

月

期

官

官

上

げ

一

一

ノ

年

黄

金

正

五

て

U
季

五

時

五

U
j
i
j
i
i
j
j
i
j一
軒

町

民

間

町

推

進

協

議

会

一

|

一

?

割

安

芸

名

君

子

一

一

一

二

一

、

併

給

限

度

の

引

き

上

げ

一

二

印

鑑

一

替

え

る

消

費

者

騒

を

開

催

一

l

l
ー

一

レ

ジ

ャ

ー

、

臨

張

に

言

語

、

じ

さ

ず

に

む

利

用

く

だ

閥

一

所

得

制

限

も

緩

和

一

戦

争

公

務

に

よ

り

支

給

さ

れ

る

公

士

、

戸

籍

抄

本

と

住

民

票

芸

、

二

一

小

児

マ

ヒ

予

防

に

一

便

利

な

ミ

一

一

一

さ

い

お

電

報

霊

局

耕
一
生
活
水
準
白
上
に
と
も
な
っ
て
一

J
l
」

的

z
i
i一

一

日

著

者

は

恩

給

量

ま

一

時

月

ア

日

か

ら

3
日

間

一

生

ワ

タ

チ

ン

投

与

を

一

周

遊

券

:

ー

一
ζ
と

し

も

、

福

祉

年

含

引

き

上

げ

と

一

一

竺

刷

川

川

一

一

時

九

日

日

刊

誌

初

日

U
U
一
た
は
保
管
証
書
了
な
さ
ん
の
消
費
告
に
関
す
る
知
一
か
な
比
裏
書
す
る
た
め
に
「
工
み
な
さ
ん
も

C
Zじ

の
と
お
り
、
子
四
国
総
局
語
、
富

5一

郵

便

受

箱

を

:
一
支
給
制
限
、
併
給
制
限
の
緩
和
室
、
五
一

1
F
h
l一
一
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
※
今
年
の
該
当
者
は
、
明
治
一
一
一
十
四
年
一
識
の
普
及
と
、
消
費
生
活
白
老
は
一
議
費
者
展
」

2の
と
お
り
旦
小
児
マ
ヒ
は
、
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
よ
海
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
の
た
め
に

i
つ
け
ま
し
ょ
う

お

一

諸

問

山

首

が

、

次

の

と

お

り

改

正

一

一

一

訓

一

肌

俳

脚

一

一

主

2尉
以
上

ω旧
軍
人
吉
一
生
ま
れ
の
か
た
で
満
七
十
歳
の
臼
か
一
か
る
た
め
の
伊
舗
を
雪
、
さ
ら
に
農
一
い
た
し
ま
す
0

0

一
小
児
マ
ヒ
を
予
防
す
る
た
め
、
四
十
一
摺
、
宇
和
海
ブ
刀
|
乗
車
券
を
つ
く
り
一
郵
便
受
害
、
設
置
し
て
お
く
こ
と

J
¥年
金

1
2
5

一一

h
u
h
-日

HA--寸
1
1
1
1
1

叫削引リリリ叶
F
i
j
i
-詰
日

一
老
齢
年
金
額
(
下
図
参
照
)
は

4
一

一

三

官

哩

占

一

7」
の

一

語

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

一

一

:

(

刈

雇

束

)

コ

ン

バ

イ

ン

(

刈

取

っ

て

出

品

ス

ム

ー

ズ

に

で

き

一

一

一

自

警

告

に

し

て

、

足

摺

や

宇

和

一

法

で

す

。

一

れ

ぞ

れ

四

十

七

年

一

月

期

受

領

分

(

一

一

一

樹

計

五

引

金

一

一

一

一

一

幹

乍

り

最

後

の

管

理

警

が

普

及

し

楽

に

な

っ

た

が

、

に

く

い

の

で

周

囲

の

草

も

合

せ

て

一

一

一

海

地

区

の

交

通

機

関

を

自

由

に

乗

車

(

郵

便

蓄

が

な

い

と

、

せ

っ

か

く

配

一
十
一
月

8
2
5ま

す

。

区

区

t伴
障
問
一
一
回
、
一
般
公
的
年
金
の
引
き
上
げ
一
一
一

;

A

I

耳

次

の

ζ
と
に
差
す
る
こ
と
c

取
っ
て
お
く
こ
と
。
一
一
一
船
)
で
き
る
フ
ぇ
、
列
車
は
も
ち
ろ
ん
一
達
さ
れ
た
郵
便
ご
聞
に
落
ち
て
よ

一
一
一
、
所
得
に
よ
る
制
限
の
緩
和
一
扶
養
護
数
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
一
一
般
の
公
的
年
金
の
限
度
額
三
一
一
米
の
品
露
、
粒
の
色
沢
、
程
変
し
た
時
に
な
る
。
混
一
穏
に
百
①
回
事
乾
昔
、
な
い
と
占
輪
一
一
一
、
レ
三
日
省
力
栽
立
口
一
一
一
自
動
車
慰
霊
も
割
引
し
で
あ
る
一
ご
れ
昔
、
下
駄
箔
の
一
裏
側
に
入
っ
て

一
窓
会
所
得
限
度
額
は

2一
た
と
在
、
五
人
で
あ
る
場
合
は
一
に
口
押
す
一
一
万
平
六
百
円
一
丁
乾
燥
の
塁
、
震
の
混
入
の
泣
の
場
合
で
品
、
百
一
一
十
粒
で
は
が
ス

DyU能率
が

落

ち

る

の

t
ヤ
¥
工
一
一
一
便
利
で
割
安
な
キ

yブ
で
す
。
一
向
日
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る

2

5日
間

日

μ日
一

三

、

百

日

雪

印

日

時

一

く

わ

し

い

こ

U
は
市
民
課
喜
一
一
一
多
少
害
関
係
す
る
の
で
次
の
こ
と
十
位
の
青
い
籾
が
あ
る
こ
ろ
に
当
た
の
で
早
自
に
排
水
滞
在
全
集
言
、
官
詰
研
究
一
一
そ
し
て

2
1
4
1
1一

が
あ
り
ま
す
。

一

一

i
た
が
、

1

2

に
↑
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

o

一
一
一
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
る
の
で
請
を
数
え
れ
ば
容
の
目
し
て
お
く

o

A

(

組
合
長
、
尾
上
警
告
心
一
一
一
て
、
全
域
コ
ス
疋
3
コ
コ
ヱ
こ
の
た
め
郵
便
局
語
、
舎
に
郵

7
一
宗
一
一
嚢
警
の
所
得
限
度
額
は
、
一
弓
き
上
げ
ら
d
ま

し

ず

一

一

一

一

一

、

刈

取

り

の

適

期

安

が

つ

く

。

中

程

度

の

株

で

最

長

幹

②

機

械

の

使

用

前

に

は

必

ず

点

検

援

と

な

り

各

指

導

機

関

の

協

力

を

得

一

一

一

予

鹿

島

コ

1
ス
の
二
一
つ
の
種
類
に
わ
か
豆
箱
を
取
り
つ
り
て
い
た
ぎ
よ
う

8
一

W
1
4
7
j
-
一

一

一

稲

の

刈

取

り

議

は

、

出

産

の

の

望

号

、

警

官

自

自

の

備

し

て

お

〈

。

て

、

水

稲

の

全

面

会

層

播

と

機

械

抱

一

一

一

れ

て

い

ま

す

。

す

す

る

た

め

、

六

月

三

郵

便

受

箱

i
一

仏

子

く

時

以

品

、

一

一

一

積

算

温

度

(

毎

日

の

平

均

需

の

合

金

梗

に

つ

い

て

い

る

籾

の

内

二

?

③

刈

在

、

喜

一

一

ヘ

タ

タ

ー

ル

で

に

よ

る

栽

培

を

実

施

し

、

非

常

に

良

一

一

一

ま

た

、

東

京

ミ

一

一

周

遊

券

は

、

東

京

…

設

置

量

運

霊

調

月

間

」

に

設

定

し

第

一

パ

い

い

日

よ

¥1}一
一
一
一
十
)
戸
ら
み
れ
ば
、
厚
生
の
日
本
晴
皇
変
し
一
粒
が
や
や
青
監
事
切
れ
味
が
落
ち
る
の
で
砥
石
、
変
い
蓄
を
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
中
一
一
一
観
光
は
も
と
よ
り
二
只
京
地
方
へ
の
と
一
ま
し
た
が
、
七
月
一
二
十
日
現
在
、
ま
だ

一

一

川

一

品

一

一

で

九

U
O度
、
中
生
の
セ
ト
ホ
ア
ミ
て
い
る
蓄
が
刈
取
り
の
適
期
と
な
え
刃
喜
し
て
お
く
。
旬
か
ら
は
ゴ

/
J
/に
よ
る
収
-
一
一
出
張
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
つ
一
言
を
取
り
付
け
て
い
な
い
家
庭
が
千

E

中

一

す

で

O
二
O
度
、
腕
性
の
ア
ケ
ボ
る
こ
れ
ら
は
、
量
消
四
十
五
日
5

④
刈
始
め
の
時
に
故
障
す
る
こ
と
が
穫
作
業
の
実
証
展
一
;
レ
ま
す
の
で
一
一
一
く
っ
た
周
遊
券
で
す
。
一
四
百
世
帯
も
あ
り
ま
す
。

pn比
二
ノ
で
一
、
一

0
0度
前
後
こ
な
っ
た
五
十
日
目
に
当
た
る

a

多
い
の
で
畔
ぎ
わ
、
枕
導
員
参
観
し
て
く
だ
さ
い
。
三
運
賃
は
、
東
京
ま
で
の
往
復
書
よ
一
そ
こ
で
、
九
月
半
号
、
本
年
度

42F」
ろ
に
な
る
。
差
、
札
昔
変
度
二
、
収
穫
作
業
の
方
関
与
す
る
こ
と
ロ
大
農
業
改
良
普
及
所
一
一
す
い
ほ
か
、
東
京
周
辺
の
国
鉄
線
は
す
一
一
回
自
の
「
強
調
月
間
」
に
設
定
し

一

士

一

に

よ

る

と

穂

が

九

二

パ

ー

セ

ン

ト

資

法

⑤

雑

草

が

多

い

と

、

回

転

部

に

巻

き

ご

一

自

由

に

何

回

志

架

る

こ

と

が

で

き

、

し

一

て

、

郵

便

配

達

の

途

中

に

勧

奨

は

が

き

n

h

H

H

H

U

l

l

H

H

H

一
こ
か
も
急
行
列
車
の
自
由
席
彦
、
急
行
一
を
配
布
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
乙
の
運
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い
つ
も
は
王
者
顔
の
肱
川
大
橋
の
水
一

銀

灯

も

一

今
宵
は
月
光
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
一

い
と
も
淋
し
そ
r

つ
な
表
情
で
あ
る
。

す
ぐ
近
く
に
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
の
音

さ
も
4

誇
ら
し
げ
に
奏
で
る
か
じ
か
の

コ
ー
ラ
ス
。

そ
し
て
、
土
手
の
ス
ス
キ
の
群
生
か

ら
聞
え
る
虫
の
声
、
声
。

月
夜
の
肱
川
河
原
は
、
静
と
動
の
調

和
感
が
あ
ふ
れ
て
幽
玄
そ
の
も
の
で

あ
る
。

パ
ヰ
ノ
y
、
パ
チ
ッ
、
パ
ヰ
ノ
ヅ

周
を
迎

r

え
る
い
肖
闇
に
、
若
者
の
焚
け

る
炎
が
燃
え
て
盃
に
影
を
つ
つ
し
は

じ
め
る
。

や
が
て
、
血
に
盛
ら
れ
た
苧
が
に
ぶ

い
光
を
放
ち
、

箸
に
さ
さ
れ
て
一
つ
こ
つ
と
消

え
て
ゆ
く
。

つ
が
れ
た
酒
を
干
す
ほ
ど
に
、
お
の

ず
か
ら
歌
一
も
は
ず
む
。

連
座
の
か
な
た
の
笑
顔
が
、
た
き
火

の
音
を
さ
え
ぎ
っ
て

い
も
た
き
は
今
や
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

に
達
す
る
。

駄
の
宵
夜
風
に
涼
み
な
が
ら

藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る
民
衆
の
素
朴

な
風
潮
目

N
い
も
た
き
μ

を

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
ま

す

よ

う

に

。

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

市
観
光
協
会

大
洲
商
工
会
議
所

成
で
受
給
権

福
祉
年
金

手
続
き
を

有

財

(
書
跡
)

文
藤

樹

筆

震

::;s: 
<=l 

説

中

所

有

大
洲
市
大
洲

鎌
田
五
郎

持
母
品
肉
体
表
記

d

炉、ポ品川
44
ん
主
主

芦北
v 

ぺ
-
、
今
、

R

t
h
u
J

川
、
そ

'ts
苛
d
ょ
門

~二"

公

J
f官
zn羽

J

e

d

F

t

A

チ
マ
々
の
'

、pp人

ザ

ふ、

'< 

き

「
真
五
口
説
」
は
紙
本
の
プ
き
さ
従

六
十
七
セ
ン
チ
、
横
目
十
八
@
二
セ

ン
チ
で
、
上
半
中
央
よ
り
梢
々
右
奇

り
に
五
口
の
字
が
大
き
く
皇
国
か
れ
、
下

半
分
の
紙
面
に
次
の
文
が
楢
行
革
混

合
同
体
で
七
行
に
程
よ
く
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

得
者
箇
名
者
有
真
有
恨
百
人
見
在

感
応
思
慮
分
別
悉
宅
該
提
以

後
習
染
来
心
而
非
真
実
本
来

之
一
青
而
誤
認
為
真
吾
世
間
種
々
頗

倒
迷
乱
皆
閏
比
一
誤
発
出
真
吾
者

投
霊
不
昧
良
知
是
也
去

藤
樹
哲
学
の
貴
重
な
異
吾
説

一
、
日
時

十
月
七
日
i
十
月
九
日
ま
で

午
前
九
時
1
午
後
四
時
ま
で

二
、
湯
所

大
洲
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

三
、
構
成

展
示
コ
ー
ナ
ー

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

栄
養
診
断
コ
ー
ナ
ー

奥
様
ク
イ
ズ
コ
ナ
I

化
粧
品
の
官
能

テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

大
地
の
母
日
天
下
の
秩
(
出
口
〉
4

若
き
英
雄
(
河
津
千
代
)
一

日
本
と
世
界
の
歴
史

n
m世
紀
一

大
菩
陛
峠
(
中
里
介
山
)
一

風
流
使
者
(
五
昧
尽
祐
)
一

武
士
道
残
酷
物
語
(
南
条
鯖
夫
)
一

日
本
思
想
大
系
〈
佐
藤
畠
介
)
一

香
港
の
旅
マ
カ
オ
。
台
湾
(
平
岩
一

続
京
の
昧
(
岩
城
も
と
子
一

日
本
人
の
意
識
構
造
(
会
田
雄
次
)
一

花

埋

み

(

笈

辺

淳

一

)

一

中
浜
万
次
郎
の
生
涯
(
中
沢
明
)
一

乙
1
f
一
ば
と
人
間
関
係
(
入
谷
敏
日
目
〉
平

カ
ス
タ
ム
版
ど
吋
つ
わ
絵
本

1
お
に
の
よ
め
さ
ん
(
岸
な
み
)

2
と
ち
よ
り
つ
よ
い
う
さ
ぎ
(
君
島

3
や
ま
い
っ
ぱ
い
の
き
ん
か
(
H

4
に
、
ゼ
び
っ
こ
の
う
さ
ぎ
ど
ん

5
あ
か
ぎ
つ
ね
も
の
が
た
り

6
き
つ
ね
と
に
ん
ざ
よ

n

つ
っ
か
い

7
?
ン
タ
お
じ
さ
ん
の
い
ね
む
り

8
そ
ら
を
と
ぷ
ふ
ね

9
に
じ
の
み
ず
う
み

日
し
ろ
い
さ
ざ
し
ろ
い
わ
た


